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二
〇
一
八
年
に
続
き
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
個
性
豊
か
な
木
造
家

屋
を
訪
ね
る
旅
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。
一
万
を
超
え
る
島
々
に

二
〇
〇
以
上
の
民
族
が
暮
ら
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
家
屋
や
集
落

の
配
置
や
方
位
、
そ
の
装
飾
や
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
形
状
に
、
人
び
と

の
世
界
観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
は
東
部
に
位
置
す
る
フ

ロ
ー
レ
ス
島
、
テ
ィ
モ
ー
ル
島
、
ス
ン
バ
島
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

　
自
然
素
材
を
利
用
す
る
家
は
、
少
な
か
ら
ず
電
力
に
頼
る
現
在
の

暮
ら
し
に
お
い
て
、
火
災
を
度
々
招
く
な
ど
不
向
き
に
感
じ
ら
れ
る

一
面
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
窓
の
な
い
漆
黒
の
屋
内
、
家
や
集
落

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
た
祭
祀
的
な
空
間
、
効
率
を
優
先
す
れ

ば
意
味
を
見
出
す
の
が
難
し
い
大
き
な
屋
根
、
家
の
前
や
集
落
の
中

心
に
眠
る
祖
先
の
墓
を
見
る
に
つ
け
、
住
ま
い
が
人
間
の
み
の
所
有

物
で
は
な
い
こ
と
、
人
ひ
と
り
の
存
在
が
個
人
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
実
感
す
る
旅
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
資
源
と
し
て
復
元
さ

れ
た
村
も
訪
問
し
ま
し
た
が
、
共
同
体
や
そ
こ
で
育
ま
れ
た
文
化
の

維
持
、
継
承
に
つ
い
て
も
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
道
中
、
丁

子
や
カ
カ
オ
、
カ
シ
ュ
ー
（
ナ
ッ
ツ
）
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
に
は
珍

し
い
植
物
を
探
し
て
寄
り
道
し
た
の
も
楽
し
い
旅
の
思
い
出
で
す
。

　
参
加
者
の
記
録
と
と
も
に
、
旅
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

【
行
程
】

■
6
月
7
日
（
金
）
バ
リ
島

出
国
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

バ
リ
島
の
デ
ン
パ
サ
ー
ル
へ
。

■
6
月
8
日
（
土
）
バ
リ
島
、
フ
ロ
ー
レ
ス
島

空
路
、
フ
ロ
ー
レ
ス
島
へ
。
着
後
、
世
界
最
大
の
オ
オ
ト
カ
ゲ 

コ
モ
ド
ド
ラ
ゴ
ン
を
探
し
て
リ
ン
チ
ャ
島
へ
。
リ
ン
チ
ャ
島
を
含

む
コ
モ
ド
国
立
公
園
で
は
ド
ラ
ゴ
ン
の
保
全
の
た
め
に
二
〇
二
〇

年
よ
り
入
島
規
制
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ボ
ー
ト
で
の
帰
路
、
漂
海

民
バ
ジ
ャ
ウ
の
定
住
集
落
を
訪
問
。
⑥

■
6
月
9
日
（
日
）
フ
ロ
ー
レ
ス
島

以
降
四
日
間
、
フ
ロ
ー
レ
ス
島
を
西
か
ら
東
へ
横
断
。
初
日
は
マ

ン
ガ
ラ
イ
人
の
集
落
を
訪
問
。
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
な
円
環
状
の
水

田
で
知
ら
れ
る
彼
ら
の
家
は
巨
大
な
円
錐
形
の
高
床
式
住
居
。
訪

問
し
た
の
は
観
光
政
策
で
復
元
さ
れ
た
村
。
車
で
ア
ク
セ
ス
で
き

る
場
所
に
あ
り
現
在
は
復
元
家
屋
の
み
。
伝
統
的
な
家
屋
は
外
壁

に
沿
っ
て
家
族
ご
と
に
仕
切
ら
れ
、
講
師
が
調
査
し
た
一
九
八
六

年
当
時
、
別
の
村
で
は
、
八
家
族
五
一
人
が
同
居
す
る
家
が
あ
っ

た
と
い
う
。
③

■
6
月
10
日
（
月
）
フ
ロ
ー
レ
ス
島

朝
、
マ
ン
ガ
ラ
イ
人
の
特
徴
的
な
村
落
構
造
を
の
こ
す
村
を
訪
ね

る
。
溶
樹
を
植
え
た
広
場
を
囲
ん
で
家
が
並
ぶ
。
広
場
は
祖
先
の

墓
地
で
も
あ
る
。
市
場
を
散
策
後
、
カ
カ
オ
農
園
の
あ
い
だ
を
縫

っ
て
東
へ
。
ヤ
シ
酒
の
蒸
留
施
設
を
見
学
。
高
木
の
ロ
ン
タ
ル
ヤ

シ
を
身
ひ
と
つ
で
登
り
果
実
を
採
取
す
る
姿
は
お
見
事
。
途
中
、

丁
子
や
カ
シ
ュ
ー（
ナ
ッ
ツ
）の
木
を
見
つ
け
て
寄
り
道
。
②
⑦
⑧

■
6
月
11
日
（
火
）
フ
ロ
ー
レ
ス
島

早
朝
、
有
志
で
河
原
の
温
泉
へ
。
朝
食
後
、
ン
ガ
ダ
人
の
集
落
を

訪
問
。
ン
ガ
ダ
人
の
集
落
は
、
広
場
を
軸
線
に
高
床
の
家
屋
が
向

か
い
合
っ
て
並
ぶ
。
広
場
に
は
男
女
の
始
祖
を
そ
れ
ぞ
れ
祀
っ
た

祭
祀
施
設
や
巨
石
記
念
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
村
は

保
存
集
落
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
細
部
は
伝
統
的
な
構
造
が
失
わ

れ
て
い
た
が
、
別
の
あ
る
村
は
村
人
総
出
で
家
を
建
て
る
準
備
を

し
て
い
て
生
活
感
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。
④
⑤

■
6
月
12
日
（
水
）
フ
ロ
ー
レ
ス
島

ク
リ
ム
ト
ゥ
山
の
早
朝
ハ
イ
キ
ン
グ
。
雨
天
で
ご
来
光
は
断
念
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一九
八
〇
年
代
か
ら
仕
事
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
訪
れ
て
お
り
、
民
族
で
独
特
の
形

状
の
屋
根
を
も
つ
家
屋
や
集
落
に
関
心
が

あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
家
で
窓
も
な
く
光

が
入
ら
な
い
暗
闇
空
間
が
あ
り
、
家
屋
は

単
に
「
住
む
」
場
所
で
は
な
く
儀
礼
の
場

で
も
あ
る
と
い
う
説
明
に
納
得
。
場
所
に

よ
っ
て
は
母
胎
の
象
徴
で
も
あ
る
と
い
う

話
も
頷
け
、
内
部
空
間
も
じ
っ
く
り
拝
見

で
き
ま
し
た
。

（
井
上
保
孝
さ
ん
）

　
同
じ
ン
ガ
ダ
人
の
村
で
も
、
掃
除
の
行

き
届
い
た
家
の
軒
下
で
機
織
り
に
い
そ
し

む
景
観
整
備
さ
れ
た
B
村
と
、
村
人
総

出
で
竹
を
割
り
、
屋
根
づ
く
り
を
し
て
い

る
W
村
を
訪
れ
て
「
活
き
た
村
」
の
あ

り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
マ
ン
ガ
ラ
イ

人
の
円
環
状
の
水
田
と
住
居
空
間
・
集
落

構
造
と
の
共
通
思
想
、
宇
宙
観
を
聞
き

出
し
た
と
き
の
講
師
の
目
の
輝
き
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。

（
西
村
昌
司
さ
ん
）

参
加
者
の
感
想

ン
タ
ル
ヤ
シ
は
建
築
や
手
工
芸
の
材
料
、
食
用
に
も
利
用
さ
れ
る

有
用
な
植
物
。
ロ
ン
タ
ル
ヤ
シ
の
葉
で
つ
く
っ
た
彼
ら
の
伝
統
楽

器
サ
サ
ン
ド
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

■
6
月
14
日
（
金
）
テ
ィ
モ
ー
ル
島

テ
ィ
モ
ー
ル
島
西
部
の
主
要
民
族
ダ
ワ
ン
（
ア
ト
ニ
）
人
の
集
落

へ
。
ダ
ワ
ン
人
の
伝
統
的
な
家
は
核
家
族
単
位
で
暮
ら
し
て
い
た

と
い
う
丸
い
家
。
見
学
し
た
家
は
、
日
常
的
な
居
住
空
間
と
し
て

の
機
能
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
出
産
小
屋
と
し
て
い
ま
も
利
用
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
村
に
は
小
さ
い
な
が
ら
も
権
力
の
象
徴
で
あ

り
、
集
会
場
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
穀
倉
も
あ
っ
た
。
最
近
ま
で

外
部
と
の
関
係
を
も
た
な
か
っ
た
と
い
う
そ
の
村
で
は
、
村
人
の

口
上
で
迎
え
ら
れ
、
王
族
の
方
か
ら
話
を
聞
い
た
。
踊
り
と
食
事

で
も
て
な
し
て
も
ら
っ
た
。
⑩

■
6
月
15
日
（
土
）
テ
ィ
モ
ー
ル
島
、
ス
ン
バ
島

空
路
、
ス
ン
バ
島
へ
移
動
。
島
民
の
三
割
が
祖
霊
マ
ラ
プ
を
信
仰

す
る
ス
ン
バ
島
の
家
の
特
徴
は
、
中
心
が
大
き
く
突
き
出
た
と
ん

が
り
屋
根
。
マ
ラ
プ
の
居
場
所
で
あ
る
屋
根
裏
は
家
の
な
か
で
も

っ
と
も
神
聖
な
場
所
で
あ
り
、
人
間
の
居
住
空
間
も
儀
礼
活
動
と

生
活
す
る
た
め
の
空
間
が
区
別
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

■
6
月
16
日
（
日
）
ス
ン
バ
島

終
日
、
ス
ン
バ
島
の
集
落
を
訪
ね
る
。
あ
る
村
は
結
婚
式
の
準
備

で
賑
わ
い
、
あ
る
村
で
は
島
独
自
の
騎
馬
戦
パ
ソ
ー
ラ
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
。
訪
問
先
の
ひ
と
つ
は
全
焼
し
た
の
ち
に
再
建
し
た
村
。

そ
の
隣
の
村
で
伝
統
的
な
構
造
を
維
持
す
る
古
い
家
屋
を
講
師
が

見
つ
け
る
。
囲
炉
裏
の
煙
に
燻
さ
れ
、
使
い
込
ま
れ
た
柱
や
床
に

相
霊
と
暮
ら
し
を
と
も
に
し
て
き
た
年
月
を
感
じ
る
。
①
⑪
⑫

■
6
月
17
日
（
月
）
ス
ン
バ
島
、
バ
リ
島

空
路
、
ス
ン
バ
島
か
ら
バ
リ
島
へ
。
塩
づ
く
り
を
見
学
し
た
の
ち
、

バ
リ
島
の
先
住
民
バ
リ
・
ア
ガ
人
の
家
を
探
す
。
屋
敷
の
な
か
に

用
途
の
異
な
る
建
物
を
配
置
す
る
の
が
彼
ら
の
家
の
特
徴
。
観

光
化
さ
れ
た
村
で
は
建
物
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
は
変
化
し
て
い
た
が
、

伝
統
的
な
配
置
を
の
こ
す
家
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ケ
チ

ャ
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
な
が
ら
夕
食
。
そ
の
後
空
港
へ
。

■
6
月
18
日
（
火
）

帰
国
。

し
た
が
、
下
山
後
、
麓
の
水
田
に
沸
く
温
泉
に
立
ち
寄
っ
た
。
朝
食
後
、

リ
オ
人
の
集
落
を
訪
問
。
祖
先
の
墓
地
で
も
あ
る
円
環
状
の
広
場
を
家

屋
が
囲
む
。
氏
族
の
中
心
家
屋
は
ひ
と
き
わ
大
き
く
、
東
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
最
大
の
木
造
建
築
。
講
師
の
調
査
宅
に
お
邪
魔
し
て
窓
の
な
い
屋
内

の
暗
さ
を
実
感
す
る
。
部
屋
の
隅
、
天
井
、
仕
切
り
の
奥
の
小
部
屋
な

ど
、
家
の
い
た
る
所
に
祭
祀
的
な
役
割
が
見
て
取
れ
た
。
⑨

■
6
月
13
日
（
木
）
フ
ロ
ー
レ
ス
島
、
テ
ィ
モ
ー
ル
島

空
路
、
テ
ィ
モ
ー
ル
島
へ
。
テ
ィ
モ
ー
ル
島
は
西
半
分
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
領
。
着
後
、
東
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
の
歴
史
と
島
々
の
手
仕
事
を
紹

介
す
る
州
立
博
物
館
を
見
学
。
宿
泊
先
に
向
か
う
道
中
、
ロ
テ
ィ
島
か

ら
の
移
住
者
が
営
む
ロ
ン
タ
ル
ヤ
シ
を
加
工
す
る
店
に
立
ち
寄
る
。
ロ⑪結婚式の準備。早朝さばいた豚を調理する

⑤ンガダ人の傘型の祭祀施設ン
ガドゥ（左）と氏族の中心家屋の
屋根に飾られるサカ・ロボ（右）

⑦フローレス島の市場。テンペやヤシ砂糖、生きたままの
ニワトリも売っている

⑫伝統的な構造を維持するスンバ島の家。
主柱に鼠返しがあるのは西部集落の特徴

⑩ダワン人の村で踊りを鑑賞。自然染織の布も美しい

⑧ロンタルヤシの果実の採取。命綱をつけず木に登り、重
い実を腰に下げておりてくる

⑨リオ人の集落。氏族の中心家屋は東インドネシア
最大の木造建築

⑥コモドドラゴン。大きいものは体長3mにもなるという


